
る
可
し
（
前
叫
世
紀
）
、
此
の
墓
の
壁
書
ご
岡
時
代
ご
思
は

る
、
も
の
は
ω
及
1
1
の
莫
皿
の
壁
書
な
り
、
り
の
菓
｝
中
の
方

　
　
　
　
　
じ
ヒ
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
く

柱
に
あ
る
ト
ソ
フ
オ
子
の
圖
、
殊
に
ロ
の
そ
れ
な
る
床
上

の
男
女
の
囲
の
如
き
僻
書
こ
し
て
は
寧
ろ
優
秀
な
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

に
属
す
べ
し
、
、
最
後
に
η
「
牡
牛
の
署
し
は
尤
も
近
く
登

癒
せ
ち
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
祭
壇
ご
騎
馬
の
士
の
外
、

光
も
淫
狸
な
る
圖
を
描
き
た
り
、
ミ
ハ
エ
リ
ス
氏
は
此
の

墓
の
圖
を
以
て
エ
ト
ズ
ス
キ
壁
欝
中
綬
一
期
の
末
（
前
々

世
紀
の
末
▽
の
も
の
こ
な
せ
り
、
さ
れ
ご
余
は
左
程
古
き

も
の
こ
す
る
の
説
に
賛
す
る
能
は
ざ
る
な
り
Q

フ
ン
デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト

の
集
團
に
就
い
て

文
學
士
植
村
清
之
助

　
厭
洲
中
世
の
大
部
分
を
占
め
て
居
つ
だ
自
然
経
濟
の
時

代
、
土
地
が
生
産
の
主
要
素
を
成
し
て
居
っ
た
肚
會
生
活

　
　
　
算
二
巻
　
　
叢
親
　
　
フ
ン
デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
の
集
團
に
就
い
て

で
は
レ
聴
講
制
度
が
め
ら
ゆ
る
政
治
附
胱
會
的
事
象
ご
密

接
な
る
弱
毒
を
有
し
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
是
等
の

諸
事
象
を
以
て
土
地
制
度
の
必
然
的
結
果
ご
見
倣
す
は
誤

れ
る
の
甚
し
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
爾
者
の
問
に
離
る
べ

か
ら
ざ
ち
因
縁
、
相
懸
的
事
情
の
存
在
し
て
居
っ
た
の
は

否
定
す
る
こ
ご
が
出
來
な
い
。
就
中
軍
務
に
關
す
る
制
摩
砂

が
土
地
ご
極
め
て
止
長
な
る
愚
智
の
下
に
存
立
し
て
居
っ

た
こ
ご
は
、
殊
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
云
ふ
迄
も
な

く
、
か
の
封
建
制
度
は
最
も
よ
く
こ
れ
を
讃
清
し
て
居
る

の
で
あ
る
が
、
吾
人
は
該
制
以
前
即
ち
一
般
徴
兵
制
度
り

維
持
せ
ら
れ
て
三
つ
π
時
代
に
於
て
も
、
猶
軍
務
ご
土
地

所
有
こ
の
關
係
を
認
め
る
こ
ご
が
毘
摩
る
．
こ
考
へ
る
の
で

あ
る
。
（
こ
の
纂
は
大
鑑
四
年
四
月
の
史
田
野
大
曾
の
西
津
史
都
會
に
於
て
論
蓮
し
、
典
要
旨
は
同
月
登
行
の
史
學
雑
誌
に
幅
げ
れ
の
で
あ
る
）

而
も
こ
の
關
係
は
土
地
定
着
の
純
農
業
時
代
に
入
ら
な
い

原
始
ゲ
ル
マ
ニ
の
杜
會
に
於
て
も
存
在
し
て
居
っ
た
や
う

に
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
余
は
こ
の
掘
察
黙
か
ら
フ

ン
デ
〆
ト
シ
ヤ
フ
ト
の
集
團
を
解
繹
し
や
う
ご
考
へ
る
の

．
第
一
號

五
一
　
（
五
一
）



第
二
奮
　
　
叢
競

で
あ
る
。

　
フ
ン
デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
（
甲
肖
二
類
鉱
Φ
論
の
O
ゴ
碧
8
）
は
、
フ
ラ
ン

ク
王
國
の
制
度
で
∩
窪
冨
舜
ご
呼
ば
る
、
も
の
で
、
其
長

を
6
。
三
〇
壼
膏
。
。
ご
聡
し
、
伯
領
0
9
二
の
下
に
存
在
す

る
裁
判
長
で
あ
っ
て
、
伯
Ω
鎚
h
は
昏
其
領
内
に
於
け
る

＝
毎
号
器
2
聾
心
を
巡
回
し
て
、
裁
判
を
開
い
π
の
で
あ

る
。
フ
ラ
ン
ク
以
外
の
黒
黒
「
で
、
フ
ン
デ
ル
塾
シ
ヤ
フ
ト

の
制
度
が
最
も
確
實
に
認
め
ら
る
、
の
は
ア
ン
マ
ン
族
で

あ
る
が
塾
9
開
二
三
巴
）
バ
ヅ
ア
リ
ヤ
で
も
其
形
跡
は
認
め
得

る
や
う
で
あ
り
、
サ
ク
ソ
ン
の
O
）
、
ブ
リ
ジ
ャ
の
二
虫

ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
の
H
幽
毎
毎
巳
も
異
説
は
あ
る
け
れ

ざ
も
矢
張
同
性
質
の
集
團
で
あ
っ
セ
ご
考
へ
ら
れ
る
。
ス

エ
デ
ン
の
出
超
缶
瓜
は
ア
ン
マ
ン
の
㌣
｛
毎
芦
焦
．
こ
共
に

フ
ン
デ
川
ト
シ
ャ
フ
ト
の
古
語
を
傳
へ
て
居
る
も
の
で
あ

っ
て
、
該
族
の
間
に
こ
の
制
度
の
存
在
し
て
居
っ
た
こ
ご

は
勿
論
疑
を
容
れ
な
い
。
ラ
ン
ゴ
バ
ル
ド
や
ゴ
ー
ト
に
は

斯
襟
な
集
趨
が
存
在
し
て
居
つ
セ
讃
跡
は
毫
も
認
め
る
こ

フ
ン
テ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
の
集
團
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
五
二
（
五
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
が
出
來
な
い
け
れ
ご
も
、
是
等
の
民
族
は
夙
く
羅
馬
文

化
に
燃
倒
さ
れ
古
い
民
族
的
制
度
組
織
を
破
壊
し
了
つ
た

結
果
フ
ソ
デ
ル
レ
シ
ヤ
フ
ト
の
集
團
制
も
早
く
亡
失
し
た

も
の
で
め
ら
う
ご
解
鐸
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
、
そ
れ
で
あ

る
か
ら
フ
ン
デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
は
、
一
般
に
ゲ
川
マ
ニ
族
の

間
に
本
書
か
ら
存
在
し
て
居
っ
た
集
團
で
あ
る
ご
い
ふ
こ

ご
は
略
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
更
に
進
ん
で
該
集
團

の
起
源
性
質
如
何
こ
い
ふ
問
題
に
至
る
ご
漠
こ
し
て
判
朋

せ
す
、
學
者
の
間
に
諸
説
紛
々
π
る
次
第
で
あ
る
。
前
述

の
檬
に
フ
ラ
ン
ク
王
國
時
代
の
フ
ソ
デ
川
ト
シ
ャ
フ
ト
制

即
ち
6
。
暮
。
舞
の
性
質
は
メ
ロ
ヴ
ィ
ソ
ガ
、
力
質
ソ
ソ
が

爾
王
朝
の
法
令
に
よ
っ
て
明
亮
に
知
り
得
る
け
れ
こ
も
、

民
族
大
移
動
以
前
の
原
始
ゲ
ル
マ
ニ
癒
會
に
於
け
る
該
集

團
の
性
質
形
体
に
至
っ
て
は
徴
す
べ
き
史
料
殆
ざ
皆
無
で

あ
っ
て
、
只
ク
ー
ザ
ル
、
タ
キ
ッ
ス
の
記
述
中
は
現
れ
π

断
片
的
僻
句
を
主
な
る
典
櫨
こ
し
、
こ
れ
に
諸
種
の
補
助

柄
資
料
を
加
へ
、
此
較
研
究
や
補
助
學
の
極
端
よ
つ
て
幾



多
の
所
説
論
議
は
起
っ
て
居
る
け
れ
ご
も
、
就
れ
も
推
定

設
に
止
ま
る
ば
か
り
で
確
た
る
説
朋
垂
直
は
未
だ
下
さ
れ

て
居
ら
な
い
の
で
め
る
。
然
し
な
が
ら
濁
逸
注
制
史
の
創

設
者
ご
覚
せ
ら
れ
る
隻
。
喜
。
ヨ
氏
が
其
名
著
U
c
’
乙
9
窪

ω
冨
霧
。
，
、
，
5
ユ
閃
。
魯
宏
暇
窪
。
窯
。
ま
ρ
中
に
於
て
セ
フ
ン
デ
〃

ト
シ
ヤ
フ
ト
の
軍
制
起
原
説
を
聡
導
し
て
以
家
、
此
系
統

を
逐
ふ
π
所
説
が
漸
次
登
達
し
勢
力
を
占
め
て
來
π
の
で

あ
っ
て
、
近
時
に
於
け
る
法
制
史
の
権
威
断
る
舅
ド
質
三
農

氏
に
至
り
こ
の
學
説
は
大
成
さ
れ
、
他
の
紛
々
π
る
異
論

を
風
靡
し
て
、
七
三
學
者
の
問
に
嘗
て
殆
ご
定
説
ご
見
倣

さ
れ
る
こ
ご
、
な
っ
た
の
で
あ
る
○

　
犀
§
需
H
氏
の
軍
制
起
原
説
の
要
旨
は
斯
様
で
あ
る
○

フ
ソ
デ
川
ト
シ
ヤ
フ
ト
は
民
人
翼
翼
集
で
あ
っ
て
土
地
ご

は
何
等
の
關
係
が
な
い
。
こ
れ
は
載
時
．
の
部
隊
編
制
上
組

織
せ
ら
れ
セ
百
入
の
團
体
で
其
延
長
は
三
舞
き
で
あ
る
、

李
時
に
あ
っ
て
は
こ
の
無
体
が
一
つ
の
裁
判
團
を
形
づ
く

る
の
で
あ
る
が
、
決
し
て
一
定
地
域
即
ち
裁
判
匿
を
示
す

も
の
で
は
な
い
。
即
ち
こ
の
集
團
は
土
地
占
佳
ご
は
附
係
、

な
く
、
軍
”
事
上
の
必
要
か
ら
絶
ね
す
憂
改
動
揺
を
免
れ
な

い
一
時
的
人
造
的
集
團
で
あ
る
が
、
後
代
に
至
っ
て
フ
ラ

ン
ク
王
國
の
制
度
に
煮
て
見
ら
る
、
や
う
な
一
定
の
地
域

團
裁
判
匿
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。
本
來
の
政
治
的
地
域
は

民
蕨
團
即
ち
Ω
爵
霧
の
下
に
只
一
旨
。
。
σ
皇
蕊
即
ち
O
婁
が
存

在
し
て
居
っ
た
ば
か
り
で
、
こ
れ
が
更
に
フ
ン
デ
〃
！
ト
シ

ヤ
フ
ト
な
る
下
級
慨
劃
に
分
れ
て
居
つ
把
形
跡
は
な
い
。

而
し
て
、
こ
の
O
餌
二
は
史
料
に
徴
し
て
、
千
團
体
即
ち

円
m
三
巴
巨
三
。
。
9
舞
ご
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
ご
。
一
以
上

の
津
§
琴
「
説
は
學
界
に
最
有
力
な
る
確
定
的
所
説
で
あ

る
が
、
こ
れ
が
果
し
て
該
問
題
唯
一
の
典
櫨
π
る
ケ
ー
ザ

ル
、
タ
キ
ツ
ス
の
記
事
に
全
然
適
慮
し
得
る
で
あ
ら
う
が
、

何
等
抵
鯛
す
る
や
う
な
顯
は
な
い
で
あ
ら
う
か
、
こ
れ
を

論
ず
る
に
際
し
て
余
輩
は
先
づ
諸
學
者
が
論
議
の
基
礎
こ

な
っ
て
居
ぢ
根
本
史
料
を
掲
げ
る
こ
ご
、
し
や
う
。
そ
れ

は
ヶ
」
ザ
川
の
ガ
リ
や
職
箏
記
、
及
び
タ
キ
ッ
ス
の
グ
ル

第
二
巻
　
叢
設
　

フ
ン
デ
ル
ト
シ
7
フ
ト
の
集
園
に
就
い
て

第
一
號

五
三
　
（
五
三
）
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第
二
巻
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叢
説
　
フ
ン
デ
ル
ト
．
シ
セ
フ
ト
の
集
團
に
就
．
い
て

ニ
や
中
に
あ
る
次
の
五
節
で
あ
る
。
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謎
昌
篇
一
①
叶
ロ
ζ
の
㎡
〇
一
，
評
醤
u
o
P
窪
匂
D
虹
β
骨
．
．
焔



　
右
の
内
（
一
）
の
ガ
リ
や
垂
紐
駄
津
四
章
第
一
節
の
館
句

は
ゲ
ル
マ
ニ
奇
中
の
ω
9
、
鼠
が
百
の
唱
詑
㌣
を
有
し
各

嚇
σ
q
…
か
ら
毎
年
一
千
の
戦
士
を
出
征
せ
し
め
、
家
郷
に

留
ま
る
穫
除
の
も
の
は
こ
れ
が
給
養
の
任
に
當
り
、
次
年

蔦
は
是
等
在
郷
者
が
交
替
し
て
馬
齢
に
出
る
こ
ご
を
記
し

党
も
の
で
、
所
謂
↓
9
餐
9
窪
島
。
ゴ
浄
の
存
在
を
圭
聾
す
る

説
の
根
娠
こ
な
り
、
覧
㏄
塁
即
ち
σ
q
ρ
二
が
こ
の
團
体
の
障

む
る
地
域
た
る
を
謹
明
す
る
も
の
こ
し
て
、
簿
二
茸
興
氏

一
涙
の
所
説
に
有
力
な
基
礎
的
資
料
を
與
ふ
る
も
の
こ
せ

ら
れ
て
居
る
○
（
三
）
の
ゲ
〃
マ
ニ
ヤ
第
六
節
は
其
解
説
に

種
々
の
…
異
論
も
あ
る
が
、
兎
に
角
各
℃
9
σ
q
戸
5
よ
り
歩
騎
か

ら
成
る
百
人
の
背
抜
兵
を
出
し
、
こ
れ
が
合
載
の
瘍
合
、

陣
の
先
頭
に
立
っ
て
闘
ふ
こ
ご
を
述
べ
た
も
の
で
、
こ
の

一
百
な
る
数
は
零
時
既
に
英
名
π
り
、
名
・
轡
の
爾
號
π
る

に
過
ぎ
な
か
つ
π
の
で
あ
る
が
、
本
來
百
貫
体
が
軍
の
部

隊
輩
位
で
あ
っ
た
こ
ご
を
讃
拝
す
る
も
の
ざ
し
て
、
フ
ン

デ
ル
下
シ
ヤ
フ
ト
の
軍
制
超
原
説
の
動
か
す
・
べ
か
ら
ざ
る

第
ご
巻
　
叢
設
　
フ
ン
デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
の
集
團
に
就
い
て

鳴
龍
を
形
づ
く
る
僻
遠
で
あ
る
。
（
五
）
の
ゲ
ル
マ
ニ
ア
第

十
二
節
は
二
三
〇
ぞ
窃
の
解
繹
に
よ
っ
て
諸
説
相
異
る
け

れ
こ
も
、
フ
ン
デ
〃
ト
シ
ヤ
フ
ト
が
裁
判
嘉
元
り
し
こ
ご

を
讃
し
、
陪
審
制
の
存
在
を
示
す
こ
ご
に
就
い
て
は
、
疑

を
隠
る
べ
き
意
地
が
な
い
。
以
上
の
三
節
は
切
離
彰
2
説

を
容
認
す
る
の
に
大
体
郡
合
の
よ
い
擦
庭
こ
な
り
得
る
も

の
で
あ
る
○
然
し
な
が
ら
（
一
．
ご
及
び
（
四
）
は
該
説
ご
相
容

れ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
軍
制
逸
原
説
を
主
張
す
る
も
の

に
ご
っ
て
此
二
節
は
少
か
ら
戯
障
碍
こ
な
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
の
ガ
リ
や
載
爾
記
第
六
章
第
二
十
二
節
は
古
ゲ
川
マ

ニ
の
土
地
共
有
、
耕
地
縛
換
の
制
を
立
讃
す
る
も
の
こ
し

て
從
藤
葛
義
者
間
の
論
議
、
に
引
合
に
出
さ
れ
る
有
名
な
箇

、
所
で
あ
る
が
、
其
黙
は
此
庭
に
是
非
す
る
要
は
な
い
け
れ

ざ
も
、
里
中
の
．
．
σ
q
。
⇒
喜
戸
彰
8
σ
q
奏
叶
．
〇
三
σ
二
・
。
磐
巴
6
諺
圃
髪
一
亭

σq

Y
口
三
9
8
…
。
戸
、
馨
、
－
は
ゲ
川
マ
ニ
族
の
血
族
醗
を
示
し
、

月．

ﾂ
こ
れ
が
士
、
地
葺
住
の
磁
位
で
あ
っ
仁
こ
ご
は
前
後
の

僻
句
に
よ
っ
て
欝
血
で
あ
る
。
（
四
）
の
ゲ
ル
マ
濃
や
第
七

　
　
　
　
　
　
　
第
一
鵜
　
　
　
五
五
　
（
五
五
）



第
二
巻
　
　
叢
　
翫
　
　
フ
ン
デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
の
風
色
に
就
い
て

節
は
．
一
病
冒
θ
二
一
器
g
鷲
○
℃
貯
ρ
曇
霞
。
ω
．
．
即
ち
血
族
團
が
載

塙
に
於
て
相
結
束
し
一
隊
こ
な
っ
て
闘
ふ
こ
ご
を
述
べ
て

居
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
節
に
娘
れ
ば
、
古
ゲ
ル
マ
ニ
族

間
に
血
族
團
が
倣
存
し
て
居
り
、
こ
れ
が
土
地
占
住
の
團

集
で
あ
っ
て
載
事
の
出
合
に
も
結
束
し
て
隊
を
成
し
て
居

っ
柁
こ
ご
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
導
・
ら
器
「
氏
の
．
所
説
は

フ
ン
デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
塾
を
以
て
血
．
族
團
即
ち
次
号
鷲
ご
は

全
く
無
心
係
こ
な
し
土
地
占
住
ご
は
毫
も
因
風
な
き
純
粧

の
質
入
的
蟻
集
こ
し
て
居
る
黙
…
に
於
て
は
、
上
寵
史
料
ご

別
段
祇
鯛
せ
な
い
け
れ
ざ
も
、
斯
の
如
き
血
族
團
土
地
占

在
ご
瀾
係
の
な
い
｝
時
的
人
造
的
蟻
集
が
軍
隊
の
編
制
部

隊
こ
し
て
存
在
し
て
居
っ
た
こ
す
る
こ
ご
は
、
血
族
相
結

束
し
て
圏
ふ
ご
あ
る
ゲ
ル
マ
一
一
や
第
七
筍
の
類
句
ご
全
く

相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
ら
う
○
血
族
が
園
結
し
て
戦
瘍
に

闘
ふ
こ
ご
が
ゲ
ル
マ
ニ
族
の
本
來
の
風
習
で
あ
っ
た
こ
見

ら
る
、
一
つ
の
労
讃
こ
し
て
は
．
ガ
リ
や
戦
露
命
第
…
章

第
五
＋
一
締
に
、

第
一
號

｝
五
山
ハ
　
（
五
山
ハ
）

　
　
・
・
↓
＝
彰
二
〇
三
戸
彰
こ
お
。
＄
も
。
鍵
．
δ
　
Ω
9
，
き
費
民
㏄
二
p
，
㏄
o
o
一
麟
u
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P

　
　
Ω
轡
ω
三
。
。
o
島
ン
9
毒
［
臓
2
銭
舞
…
≡
ρ
ε
8
謬
㏄
戸
凶
2
0
三
簿

　
　
覧
臨
σ
【
ひ
ヨ
8
吐
く
箋
一
砿
：
：
：
．
、
（
》
甑
○
／
・
聾
曇
の
軍
に
闘
す

　
　
る
記
事
）
　
　
　
・

こ
い
ふ
交
句
が
あ
る
。
句
中
の
σ
q
窪
。
養
ρ
門
筥
は
勿
論
民
族
、

（
Ω
鼻
舞
。
ω
“
ノ
、
○
穿
①
赫
u
ぎ
器
嵩
）
を
．
示
す
も
の
で
血
族
瑚
，
に

關
係
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
彼
等
が
各
民
族
混
成
の
部

隊
を
編
制
せ
す
に
在
宅
相
團
結
し
て
居
っ
た
こ
ご
は
血
族

主
義
が
軍
の
編
制
に
重
説
せ
ら
れ
た
讃
糠
ご
見
ら
る
、
の

で
あ
る
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
史
料
中
に
明
記
さ
れ
て
居
る

軍
制
上
の
血
族
主
義
を
ば
如
何
に
し
て
数
的
關
係
を
塞
礎

こ
し
て
居
る
フ
ン
デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
制
に
調
和
せ
し
む
べ

き
か
、
即
ち
職
蕩
に
於
て
血
族
團
は
一
図
の
部
隊
を
意
味

す
る
フ
ン
デ
〃
ト
シ
ヤ
7
ト
團
ご
如
何
な
る
關
係
の
．
T
に

立
つ
π
の
で
あ
る
か
、
更
に
換
言
す
れ
ば
古
グ
川
マ
ニ
族

の
軍
隊
編
制
上
血
．
族
的
關
係
ご
撒
的
關
係
ご
は
如
何
な
る

合
致
錨
に
よ
っ
て
共
存
し
得
た
で
あ
ら
う
か
、
こ
れ
は
夙



に
軍
制
起
原
説
者
が
解
決
に
温
ん
だ
所
で
あ
る
。
即
ち

ξ
箆
9
氏
の
如
き
も
タ
キ
ッ
ス
の
記
事
を
考
慮
し
て
．
、
フ

ソ
デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
は
一
考
の
定
撒
か
ら
成
る
部
隊
で
あ

る
が
、
血
族
團
の
結
束
も
載
蕩
に
於
て
決
し
て
無
親
さ
れ

た
の
で
は
な
く
、
部
隊
編
制
は
只
是
等
の
血
族
的
塵
分
に

均
等
の
形
体
を
附
寓
す
る
爲
に
用
ひ
ら
れ
π
も
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
の

こ
説
い
て
居
る
。
（
寓
歪
§
興
言
も
血
族
的
關
係
ご
数
的
開

係
こ
の
調
和
を
試
み
て
次
の
如
く
云
ふ
て
居
る
。

　
　
ご
竃
二
二
く
…
足
浴
げ
¢
一
三
σ
q
一
嵩
σ
q
o
p
9
巳
憂
ρ
（
δ
簿
。
国
益
ぎ
午

　
　
盆
二
塁
、
9
p
』
σ
q
蜜
碧
髭
（
¢
一
昌
〔
甲
鴨
O
ω
q
腰
一
μ
二
一
ピ
μ
O
同
．
㎡
）
9
σ
q
o
N
辞

　
　
｝
旨
げ
ぎ
o
P
≦
o
色
8
露
○
ご
汗
ζ
に
野
晒
頴
8
お
ω
騨
σ
．
？

　
　
出
巳
室
9
μ
（
訂
舜
G
h
2
ロ
オ
曽
昌
ど
島
o
O
o
㏄
o
｝
二
〇
〇
一
一
3
く
Φ
8
貯
己
。

　
　
　
ウ

　
　
鼠
島
け
N
二
N
①
瑛
Φ
冨
9
呼
●
・
・
0

　
即
ち
氏
は
百
弊
は
百
二
十
（
即
ち
9
0
・
・
鴇
§
勝
訴
ご
稻

せ
ら
る
、
も
の
）
の
部
隊
編
制
は
、
血
族
的
剛
結
を
引
き

割
き
得
な
い
が
故
に
、
恒
に
正
確
な
定
員
数
を
維
持
す
る

こ
ご
が
不
可
能
で
め
る
こ
ご
を
認
め
て
居
る
の
で
あ
る
。

第
二
巻
　
　
叢
翫
　
　
フ
ン
デ
ル
ト
シ
†
フ
ト
の
集
露
に
就
い
て

こ
れ
は
確
か
に
戦
端
に
於
け
る
血
族
的
結
束
を
重
親
し
た

言
説
で
あ
っ
て
、
タ
キ
ッ
ス
の
記
事
に
合
致
す
る
や
う
に

フ
ン
デ
ル
塾
シ
ヤ
フ
ト
部
隊
説
を
調
整
し
だ
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
氏
の
所
説
の
骨
子
は
飽
迄
フ
ン
デ
ル
ト
シ
ヤ

フ
ト
を
以
て
数
的
墓
礎
の
上
に
債
か
れ
た
怪
事
上
の
團
集

ご
凱
る
に
あ
る
の
で
、
“
註
。
蛋
暮
亀
戸
葺
σ
q
一
回
弊
因
二
〇
汀
8
ま

律
馬
楼
閣
　
諺
＝
一
盛
冨
。
ぴ
。
簿
　
N
≦
①
o
パ
。
く
。
⇒
N
o
詳
．
N
＝
　
N
¢
澤

。
讐
。
ま
探
題
、
。
a
窪
琵
蕊
湾
。
・
．
．
ご
述
べ
て
居
る
や
う
に
、

各
部
隊
が
略
定
数
を
保
持
す
る
を
必
要
こ
し
だ
の
で
あ
る

か
ら
ザ
其
が
爲
に
時
々
編
制
を
更
改
す
る
都
度
毎
も
血
族

的
關
係
を
顧
慮
す
る
こ
ご
は
實
際
上
不
可
能
事
で
は
あ
る

ま
い
か
。
算
氏
が
説
く
や
う
に
血
族
的
建
言
を
引
噛
割
か

な
い
で
略
定
員
数
の
部
隊
編
制
を
つ
く
る
の
は
、
血
族
團

が
非
常
に
少
さ
い
場
合
に
限
っ
て
行
は
れ
得
る
こ
ご
で
め

る
。
即
ち
血
族
團
が
二
㌻
三
十
の
少
数
團
体
で
あ
れ
ば
、

多
少
の
過
不
足
が
あ
る
位
で
、
そ
の
若
干
数
を
三
舎
し
定

数
の
部
隊
を
編
制
す
る
こ
ご
は
容
易
で
あ
ち
う
○
然
し
な

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
五
七
　
（
五
七
）



第
二
燃
口
　
　
叢
、
珊
珊
　
　
7
ン
デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
の
集
闘
腰
に
就
い
て

が
ら
即
時
の
血
族
團
が
妙
趣
に
少
さ
い
も
の
で
あ
る
ご
は

考
へ
ら
れ
な
い
か
ら
、
血
族
的
結
束
を
引
き
罰
か
な
い
で

定
数
部
隊
を
編
制
詣
、
9
る
こ
ご
は
、
甚
だ
困
難
ε
云
は
ね
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
寓
コ
寛
錘
2
氏
の
調
和
説
は

ム
ニ
息
不
徹
底
な
も
の
で
め
る
ご
考
へ
ら
れ
る
。
ゲ
川
マ

ン
及
ケ
川
ト
制
度
史
の
著
滋
6
奏
ヨ
巽
氏
は
軍
制
起
原
説

の
圭
張
者
こ
し
て
、
特
に
こ
の
数
的
關
係
ご
血
族
的
關
係

ご
の
調
和
に
努
め
、
説
を
な
し
て
曰
く
、
古
ゲ
川
マ
ニ
の

軍
制
に
は
登
展
上
二
期
め
る
を
認
め
る
。
凱
当
期
は
漂
遊
時

代
で
数
的
關
係
の
上
に
概
か
れ
把
部
隊
を
編
制
し
セ
が
、

後
期
即
ち
占
往
時
代
に
至
っ
て
血
族
的
團
結
が
重
き
を
な

す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
ご
。
，
こ
れ
は
民
族
適
温
の
順
序
を

顛
倒
し
た
も
の
で
、
遙
か
に
登
超
し
た
形
式
で
あ
る
数
的

關
係
の
部
隊
編
制
が
自
然
的
原
飴
的
な
血
族
的
團
結
に
先

行
す
る
筈
は
な
い
の
で
あ
る
ゆ
既
に
撒
的
關
係
の
部
隊
編

制
迄
進
ん
だ
漂
遊
時
代
の
ゲ
川
マ
ニ
が
、
占
佳
後
何
故
に

血
族
的
結
束
な
る
退
歩
的
祁
路
を
取
る
で
あ
ら
う
か
。
血

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
號
　
　
　
　
五
八
　
　
（
｝
九
八
　
）

族
的
關
係
な
る
も
の
は
極
め
て
自
然
的
原
始
的
性
質
の
も

の
で
あ
る
か
ら
、
占
住
時
代
以
前
の
生
活
に
於
て
も
存
在

し
て
居
つ
元
の
は
確
實
で
あ
っ
て
、
雑
訴
後
其
關
係
が
俄

に
親
密
に
な
る
箒
な
く
、
寧
ろ
一
般
的
傾
向
こ
し
て
は
、

そ
の
結
束
力
弛
み
離
散
を
招
き
他
分
子
の
混
入
を
噛
す
も

の
で
め
る
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
占
毒
断
戦
瘍
で
血
族
的
結

束
が
重
き
を
な
す
に
至
り
、
漂
遊
時
代
の
数
的
關
係
の
部

除
編
制
が
確
守
さ
れ
ぬ
や
う
に
な
っ
た
こ
す
る
は
不
條
三

千
嫁
ご
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
Q
三
下
に
軍
制
起
原
説
は
根

本
史
料
に
照
し
て
そ
の
説
く
所
の
フ
ン
デ
川
ト
シ
ャ
フ
ト

部
隊
編
制
を
血
族
紅
毛
ご
調
和
せ
し
む
る
上
じ
於
て
、
未

だ
充
分
な
微
底
も
π
郷
繹
を
下
し
得
な
い
の
で
あ
る
○

　
次
に
ヨ
・
言
臼
氏
の
説
く
や
う
な
士
地
に
關
係
な
《
軍

事
上
の
観
的
の
み
か
ら
起
り
、
絶
ぬ
す
更
．
改
さ
れ
て
不
断

の
動
揺
を
免
晒
な
い
純
粋
の
民
人
的
團
集
が
、
當
時
に
於

て
果
し
て
能
く
存
在
し
得
ら
れ
、
且
つ
こ
れ
が
李
時
に
は

裁
判
母
体
こ
し
て
存
濾
し
、
後
代
途
に
行
政
的
地
租
こ
な

・



、
る
迄
登
達
し
得
ら
れ
把
で
め
ら
う
か
ご
い
ふ
こ
ご
は
、
大

に
考
慮
す
べ
き
鮎
で
あ
る
○
♂
～
奮
選
民
が
云
っ
て
居
る
や

う
に
　
當
時
の
戦
士
は
即
ち
画
素
で
あ
っ
て
、
別
に
載
士

の
特
殊
階
級
な
く
、
有
事
の
際
は
丁
年
男
並
が
皆
武
器
を

携
へ
て
戦
傷
に
向
ふ
の
で
め
る
。
そ
れ
故
軍
事
上
の
編
制

は
そ
れ
丈
が
特
殊
な
も
の
こ
し
て
在
立
せ
す
に
、
皇
民
の

杢
生
活
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
戦

士
朗
ち
済
民
な
ら
ば
軍
事
上
の
隔
意
は
須
く
亦
國
民
生
活

の
涯
分
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
澱
Q
憂
事
上
の
團
体
は
同
時
に

恒
久
の
生
活
團
体
で
、
決
し
て
絶
わ
す
更
改
さ
れ
る
蝋
時

的
締
結
で
あ
っ
て
は
な
る
ま
い
Q
即
ち
國
民
生
活
を
離
れ

た
特
殊
の
軍
事
的
團
体
が
人
爲
的
に
造
蛾
、
こ
れ
が
定

員
数
を
保
つ
爲
に
絶
ぬ
す
更
改
さ
れ
な
が
ら
、
李
時
土
地

及
他
の
翼
廊
的
生
活
ご
士
官
な
く
只
裁
判
團
こ
し
て
の
み

存
宣
す
る
こ
い
ふ
こ
ご
は
、
當
時
の
祉
會
状
態
か
ら
考
へ

て
幅
下
理
ご
点
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
○
而
し
て
叉
こ

れ
が
後
代
褒
達
し
て
、
行
政
酌
地
域
こ
な
る
こ
い
ふ
こ
ご

は
更
に
儒
じ
難
い
の
で
あ
る
○
何
こ
な
れ
ば
、
本
來
土
地

に
關
係
な
く
、
不
断
に
動
揺
す
る
恒
久
性
の
乏
し
い
團
体

が
、
三
途
に
能
く
一
定
地
域
に
結
着
し
、
政
治
的
認
可
を

形
成
す
る
迄
に
爽
達
し
得
る
こ
い
ふ
こ
ご
は
、
除
程
困
難

な
こ
ご
で
あ
ら
う
．
ご
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
○
そ
れ
で
あ

る
か
ら
フ
ン
デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
が
土
地
対
立
鯛
係
あ
り
、

或
地
域
を
占
め
て
居
つ
π
團
体
で
あ
る
ご
槻
察
す
る
の
は

富
士
即
ち
済
民
た
る
當
時
の
生
活
状
態
か
ら
観
、
叉
後
代
、

こ
れ
が
行
政
下
垂
ざ
ま
で
褒
達
し
把
．
・
し
云
ふ
史
的
推
移
か

ら
考
へ
て
、
甚
だ
穏
當
な
見
解
で
あ
ら
う
。
尤
も
既
に

～
ノ
．
簿
N
氏
は
戦
士
即
ち
國
民
な
り
ご
圭
面
す
る
所
か
ら
土

地
占
住
こ
の
閥
係
を
認
め
て
居
る
が
論
旨
未
だ
不
徹
底
な

　
　
　
　
　
　
の

る
を
免
れ
な
い
。
更
に
他
面
に
㌦
於
て
軍
制
起
原
説
を
離
れ

フ
ソ
デ
川
ト
シ
ヤ
フ
ト
ご
土
地
こ
の
關
係
を
説
く
所
の
學

者
も
紗
く
な
い
。
例
へ
ば
S
O
蔓
ご
諺
氏
は
生
造
δ
説
を

稻
へ
百
の
寓
二
、
。
（
期
巳
。
は
一
家
族
を
支
持
し
得
る
土
地

量
）
所
有
者
の
團
集
を
以
て
フ
ン
デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
こ
な

鎮
ご
懸
再
　
叢
　
親
　
　
フ
ン
テ
ル
塾
シ
ヤ
フ
ト
の
七
巡
・
ト
就
い
て
’

第
一
號

五
九
へ
五
九
）



第
二
巻
　
叢
設
　
フ
ン
デ
ル
ト
シ
ヤ
ァ
ト
の
集
鱗
に
就
い
て
・

し
ば
霧
。
琶
氏
は
叉
家
宅
及
霞
蕎
の
数
に
根
嬢
を

　
　
の

苦
き
、
c
ヨ
劃
費
氏
は
共
有
森
林
地
占
用
の
権
利
を
有
す

る
も
の
、
團
集
で
あ
る
ご
説
い
て
居
る
。
、
是
等
は
軌
れ
も

フ
ン
デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
ご
士
地
霊
住
こ
の
關
係
を
認
め
て

居
る
け
れ
ざ
も
、
一
百
な
る
定
員
数
の
説
明
に
は
其
解
騨

不
充
分
で
あ
っ
て
、
こ
の
黙
で
は
矢
張
專
ら
軍
制
説
に
依

ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
只
鎮
魯
N
三
二
が
原
始
時

代
の
放
牧
に
必
要
な
占
用
地
の
面
積
か
ら
打
箕
し
て
｛
百

二
十
（
9
0
Z
三
邑
。
δ
の
定
員
数
が
恰
好
の
團
集
輩
位
で

あ
る
ご
述
べ
、
研
謂
薯
。
賦
。
臼
8
ぽ
を
生
気
し
て
居
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ロ

の
を
出
色
あ
る
設
明
ご
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
o
G

　
以
上
論
じ
把
｝
W
糞
塁
再
説
の
直
隠
、
即
ち
（
一
）
フ
ン
デ

ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
の
定
数
部
隊
編
制
ご
血
族
的
結
束
圭
義
こ

の
不
調
和
（
二
）
土
地
心
行
ご
薫
關
係
な
る
純
軍
事
的
滋
雨

存
立
の
不
條
理
、
の
ニ
ケ
條
に
歯
し
て
溝
足
な
馬
決
を
與

へ
る
に
は
次
の
事
實
を
認
の
る
べ
き
で
あ
ら
う
Q

　
一
、
血
族
團
ご
フ
ン
デ
川
ト
シ
ヤ
フ
ト
ご
は
同
一
の
集

策
一
戦

山ハ

ﾐ
　
（
山
ハ
○
）

團
で
あ
る
こ
ご
〇

　
二
、
フ
ン
デ
川
ト
シ
ャ
フ
ト
を
士
地
声
住
の
首
位
ご
見

る
こ
ご
〇

　
三
、
　
一
嵩
な
る
定
員
数
に
は
重
き
を
債
か
沁
こ
ご
。

余
輩
は
こ
の
三
ケ
條
が
フ
ン
デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
制
を
合
理

的
に
且
つ
當
時
の
生
活
状
態
に
適
切
に
、
解
騨
す
べ
き
要

件
で
あ
ら
う
ご
考
へ
る
。
こ
の
解
　
鐸
に
略
順
雁
偲
す
る
學
説

ご
し
て
、
余
輩
は
富
嶽
に
U
2
σ
葺
警
氏
並
に
し
∩
。
夏
δ
｝

氏
の
所
説
を
紹
介
し
や
う
。

　
U
o
ま
急
豪
貴
は
其
著
，
戦
術
史
」
第
二
岩
中
に
於
て
、
7

ン
デ
川
ト
シ
ャ
フ
ト
に
塾
す
る
一
家
の
見
解
を
心
当
し
て

居
る
。
氏
の
説
に
よ
れ
ば
、
Ω
く
冨
需
ω
（
＜
皇
8
諺
9
曽
沖
。
日
）

は
幾
多
の
血
族
團
に
分
れ
て
居
る
が
、
こ
れ
は
叉
フ
ン
ヂ

川
ト
シ
ヤ
フ
ト
ご
も
呼
ば
れ
る
、
廻
し
こ
の
フ
ン
，
デ
川
ト

（
ぎ
崇
げ
湊
）
　
は
軍
に
概
数
を
示
す
に
…
過
ぎ
な
い
が
、
　
一
血

族
が
共
同
生
活
を
樽
む
に
於
て
大
約
百
の
家
族
数
は
其
團

集
の
最
大
限
度
で
是
以
上
に
家
族
が
増
せ
ば
分
離
の
必
要



が
起
る
の
で
あ
る
、
而
し
て
是
等
の
家
長
は
戦
時
｝
部
隊

こ
な
っ
て
闘
ふ
百
の
戦
士
で
あ
σ
て
、
李
時
は
こ
の
團
体

が
一
村
落
を
成
し
共
同
脛
濟
の
下
に
生
活
ん
で
居
る
。

彼
等
の
占
住
し
て
居
る
地
域
は
即
ち
O
窪
（
評
σ
q
場
）
で
あ

っ
て
、
こ
れ
以
上
に
千
の
法
体
、
（
、
層
p
塁
。
｝
姦
巴
・
・
∩
｝
影
津
）
に
該

當
す
る
政
治
的
地
域
O
餌
二
な
る
も
の
が
存
在
し
兜
の
で
は

な
い
。
約
言
す
れ
ば
古
ゲ
川
マ
ニ
の
各
民
族
團
（
Ω
ぐ
ぼ
。
・

1
1
ぐ
（
｝
郎
。
誘
。
｝
舜
誇
）
内
に
は
唯
一
種
の
紐
合
百
集
が
あ
っ
π

鈍
り
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
結
束
の
性
質
か
ら
云
へ
ば
血
族

團
（
ω
剛
毛
。
Ω
。
ω
。
三
8
葬
）
で
あ
り
、
團
員
の
概
撒
か
ら
呼

べ
ば
フ
ン
デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
で
あ
り
、
占
住
の
形
体
か
ら

概
れ
ば
村
落
で
あ
り
、
墨
画
生
活
上
は
鼠
僧
蜂
σ
。
窪
。
絵
。
諺
？

ぎ
冷
で
あ
り
、
地
域
は
O
磐
で
め
る
。
、
斯
の
如
き
立
論

の
根
擦
こ
し
て
、
氏
は
タ
キ
ッ
ス
時
代
に
於
け
る
西
北
グ

川
マ
ユ
族
の
住
地
た
る
ラ
イ
ン
、
工
川
べ
の
福
河
間
で
北

は
北
海
南
は
マ
イ
ソ
、
ザ
ー
レ
を
限
界
こ
す
る
一
斗
の
地

域
二
千
三
百
方
哩
の
面
積
に
二
十
三
の
民
族
團
が
あ
っ
π

　
　
　
第
二
巻
　
叢
訊
　
フ
ン
ヂ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
の
集
團
に
就
い
て

の
に
愕
き
、
當
時
の
人
口
密
度
を
一
方
哩
に
二
百
五
十
入

こ
し
て
一
民
族
團
の
人
口
は
李
均
約
二
萬
五
千
人
ご
計
算

し
、
こ
れ
が
季
学
者
三
方
哩
人
口
七
百
五
十
人
許
の
地
域

團
即
ち
フ
ソ
デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
（
同
．
時
に
血
族
團
、
村
落

で
あ
る
）
に
分
れ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
家
長

π
る
約
百
人
許
の
志
士
が
出
る
の
で
、
こ
の
團
集
ご
民
族

團
の
中
問
に
更
に
千
の
戦
士
團
体
を
慨
す
○
毎
を
認
め

る
の
は
民
族
團
の
人
口
数
か
ら
槻
て
不
可
能
の
こ
ご
で
め

　
　
　
　
　
　
　
め

る
ご
説
い
て
居
る
。
肩
而
し
て
氏
は
ケ
ー
ザ
ル
、
タ
キ
ツ
ス

の
記
事
中
に
あ
る
嵩
σ
Q
話
の
意
義
は
一
定
不
憂
の
も
の
で

な
く
漠
然
ご
不
定
の
地
域
を
指
し
て
居
る
携
合
が
多
い
け

れ
ざ
も
、
限
定
し
理
窟
圃
を
示
す
時
に
は
通
常
フ
ン
デ
川

ト
シ
ヤ
フ
ト
を
忌
ぴ
q
器
ご
槻
て
居
る
ご
断
じ
て
居
る
の
で

あ
る
銭
氏
は
更
に
フ
ソ
デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
即
ち
血
族
團
の

立
説
に
盤
昼
、
斯
の
如
き
輩
固
な
血
族
的
結
束
か
ら
な
っ

て
居
ε
部
隊
編
制
は
グ
ア
マ
ニ
軍
の
載
岡
力
を
強
か
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ヨ

め
把
要
因
で
あ
る
ご
圭
張
し
て
居
る
。
℃
以
上
U
包
σ
蔦
穿

第
一
競

晶ハ

黶@

i
ぬ
ハ
一
　
）



策
二
巻
　
叢
説
　
フ
ン
デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
の
集
瞬
に
就
い
て

氏
の
所
説
は
其
数
字
的
説
明
が
稽
牽
強
に
過
ぎ
π
や
う
で

あ
る
け
れ
ざ
も
．
論
旨
頗
る
微
底
し
居
り
、
其
立
讃
論
断

は
氏
一
流
の
筆
鋒
鋭
利
破
手
を
し
て
色
を
失
せ
し
む
る
並

並
が
あ
る
っ

　
・
次
に
m
6
げ
≦
醜
…
亡
命
は
「
右
ゲ
ル
マ
ニ
の
フ
ン
デ
川
ト

シ
ヤ
フ
塾
」
な
る
遺
漏
を
公
に
し
℃
艶
葺
）
。
。
〕
○
凶
。
芽
。
等

の
諸
氏
に
次
い
で
所
謂
冒
窪
σ
q
窪
夢
三
二
¢
を
螢
表
し
て
居

る
。
こ
れ
は
甥
§
（
δ
答
を
以
て
一
百
若
く
は
百
二
十
の
定

数
を
示
す
も
の
で
な
く
、
軍
に
群
集
を
意
味
す
る
も
の
こ

し
、
フ
ン
デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
は
斯
襟
な
群
集
の
團
体
で
一

百
の
定
数
に
は
毫
も
關
係
が
な
い
こ
す
る
見
解
で
め
る
Q

O。

B
げ
芝
9
ロ
氏
は
ク
ー
ザ
．
〆
、
タ
キ
ッ
ス
の
記
事
申
に
ゲ
ル

マ
こ
軍
に
於
け
る
一
百
の
部
．
隊
編
制
を
徴
す
べ
き
箇
所
の

な
い
こ
ビ
を
示
し
、
奥
に
比
較
研
究
上
上
の
イ
ン
ド
・
ゲ
ル

マ
ン
族
の
軍
制
に
於
て
定
員
数
の
部
隊
編
制
が
古
來
存
在

し
た
か
否
か
を
検
し
て
曇
れ
も
其
原
始
時
代
即
ち
古
ゲ
〃

マ
ニ
ご
丈
化
の
程
度
相
類
す
る
時
期
に
激
て
は
斯
様
な
制

　
　
　
　
　
　
　
籠
〃
　
一
　
號
　
　
　
　
山
ハ
ニ
　
　
（
山
ハ
ニ

度
を
有
し
な
か
っ
た
こ
ご
を
立
癒
し
亡
（
羅
馬
、
印
度
、

露
西
亜
に
於
け
る
数
的
關
係
に
基
　
軍
制
及
重
扇
は
皆
、

古
ゲ
川
マ
ニ
よ
り
も
文
化
の
進
ん
だ
比
較
的
新
し
い
時
代

の
こ
ご
で
あ
る
）
…
進
ん
で
フ
ン
デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
の
古
語

六
国
、
互
（
古
ス
エ
デ
ソ
語
）
ぎ
蒸
F
二
（
ア
レ
マ
ソ
語
）
の

語
義
を
解
汗
し
て
、
こ
れ
が
軍
に
多
数
の
群
集
か
ら
戒
る

團
体
の
意
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
こ
ご
を
説
き
、
竃
窪
σ
q
。
舞
【
・

昏
o
o
膏
を
確
立
し
て
居
る
。
（
言
語
島
達
の
上
で
百
の
語
が

多
数
を
意
味
し
定
数
を
示
さ
な
い
情
合
は
東
西
e
國
語
に

例
幣
の
多
い
こ
ご
で
、
グ
リ
ー
キ
、
ラ
チ
ン
の
古
語
現
代

の
欧
洲
語
、
和
漢
の
國
語
皆
写
り
で
あ
る
か
ら
、
此
見
解

は
道
理
あ
る
も
の
こ
考
へ
ら
れ
る
Q
氏
は
是
に
締
て
フ
ン

デ
ル
ト
シ
ャ
フ
ト
を
説
明
し
、
こ
れ
は
不
定
数
の
漂
遊
團

集
が
占
住
し
π
地
域
で
、
其
現
体
は
勿
論
廊
族
の
集
合
で

あ
る
、
こ
れ
が
Ω
く
冨
｛
窪
内
唯
一
の
地
域
團
で
、
其
上
に

目
婁
登
霞
三
ψ
9
黙
【
即
ち
Q
塁
の
涯
劃
は
存
在
し
な
い
、

ケ
ー
ザ
川
、
タ
キ
ッ
ス
の
用
ひ
元
℃
～
滅
裂
の
語
は
多
く
不



定
の
地
域
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
が
限
定
匝
域
潔
指
し
て
居
　
こ
れ
が
経
距
的
方
面
ざ
浸
交
渉
で
め
っ
た
こ
す
る
は
不
可

る
蕩
合
に
は
寓
§
像
摂
理
。
｛
套
沖
に
相
切
な
い
、
鱒
ガ
ソ
や
戦
　
思
議
の
見
こ
構
せ
ざ
る
を
得
ま
い
。
こ
の
集
團
は
U
鉱
σ
7

勲
記
第
四
章
第
一
節
の
各
℃
m
謁
器
が
毎
年
交
替
で
一
千
の
　
営
目
塞
の
説
く
や
う
に
占
住
團
体
こ
し
て
原
始
村
落
を
形

戦
士
を
塾
す
記
事
は
鐸
二
ω
魯
窪
房
9
簿
即
｝
、
認
篇
の
謹
　
成
し
、
著
し
マ
ル
ク
組
合
な
る
も
の
、
存
在
を
認
む
る
な

糠
こ
な
る
べ
き
も
の
で
な
く
、
軍
に
塞
仁
淀
る
不
定
の
地
　
ら
ば
叉
こ
の
組
含
こ
も
合
致
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
但

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

域
及
兵
の
概
数
を
報
告
し
π
の
に
過
ぎ
濾
、
（
而
し
て
フ
ソ
　
し
余
輩
は
諸
癖
者
の
最
新
研
究
の
結
果
に
嬢
っ
て
當
時
に

デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
裏
曲
の
主
な
る
任
務
似
裁
判
で
、
軍
事
於
け
る
マ
ル
ク
組
合
の
存
在
を
否
定
せ
ん
ざ
欲
す
る
の
で

上
の
意
義
は
左
程
重
大
で
な
く
、
・
初
経
濟
生
活
に
も
關
興
　
あ
る
O
e
そ
れ
で
あ
る
か
ら
フ
ソ
デ
ル
ト
ン
ヤ
フ
ト
を
維
濟

し
な
い
で
こ
れ
は
マ
川
ク
組
合
の
活
動
に
任
か
し
て
居
つ
　
生
活
よ
り
分
離
し
、
こ
れ
を
マ
ル
ク
組
合
の
任
務
こ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

た
こ
述
べ
て
居
る
の
で
あ
る
G
、
こ
の
ω
。
ぽ
ぞ
。
二
旨
説
は
確
ω
。
ゴ
白
鼠
8
氏
の
見
解
は
樹
焦
眉
當
ご
考
へ
ら
れ
る
の
で

に
注
目
す
べ
き
債
値
め
る
も
の
で
、
か
の
く
2
切
。
δ
モ
　
あ
る
。
而
し
て
叉
フ
ン
デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
峯
即
ち
血
族
團
な

氏
の
如
き
も
其
近
著
「
中
世
猫
逸
國
家
」
第
一
憲
中
に
於
て
　
る
も
の
を
認
め
、
血
族
團
が
戦
窮
に
於
て
相
結
束
し
て
闘

こ
れ
に
賛
意
を
表
し
て
居
る
o
c
然
し
な
が
ら
余
輩
の
昆
を
　
ふ
こ
ご
は
根
本
難
聴
に
明
記
さ
れ
て
居
る
か
ら
は
、
氏
の

以
て
し
て
ω
魯
≦
o
戦
三
盛
が
フ
ソ
デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
を
経
　
説
の
如
く
に
集
録
の
軍
事
的
意
義
を
輕
親
す
べ
き
で
は
な

濟
生
活
に
關
與
せ
鍛
團
体
で
あ
る
こ
し
沈
の
は
甚
だ
其
意
　
く
、
寧
ろ
其
女
専
は
戦
時
の
部
隊
こ
し
て
の
任
務
を
表
現

を
得
ぬ
所
で
あ
っ
て
、
r
こ
の
傘
体
が
同
一
血
族
の
占
佳
し
　
せ
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
此
瓢
で
も
余
輩
は
ω
。
｝
日
’
ぎ

た
も
の
で
一
定
地
域
に
占
有
し
て
経
つ
だ
こ
す
る
以
上
、
　
煽
ぎ
氏
の
説
に
賛
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
第
二
懲
　
叢
訊
　

フ
ン
デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
の
集
解
忌
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
六
三
（
六
三
）



第
二
巻
　
　
燥
取
　
鵜
眺
　
　
フ
ン
デ
ル
ト
シ
ヤ
7
ト
の
集
髄
ド
轡
就
い
て
，

　
ご
。
ぎ
三
〇
ぎ
Q
Q
9
二
．
。
｝
爾
氏
の
所
説
は
各
其
立
論
見
解

を
異
に
し
て
居
り
、
男
方
氏
共
心
．
互
に
其
所
説
の
相
容
れ

な
い
こ
ご
を
明
言
し
、
非
難
し
合
っ
て
居
る
の
で
あ
る
け

れ
こ
も
、
メ
余
輩
は
こ
の
爾
説
が
其
無
難
黙
、
枝
葉
の
問
題

に
於
て
黒
白
相
反
す
る
も
の
あ
り
こ
し
て
も
、
其
根
本
主

義
鳳
全
く
相
一
致
す
る
も
の
で
、
共
に
前
掲
三
ケ
條
の
要

件
に
適
慮
す
る
解
騨
で
あ
ろ
こ
ご
を
信
ず
る
の
で
あ
る
。

即
ち
フ
ン
デ
川
ト
シ
ヤ
フ
ト
を
血
族
團
ざ
同
一
な
り
こ
し

占
柱
地
域
を
有
す
る
も
の
こ
認
め
、
百
の
定
数
を
三
親
せ

ぬ
こ
ご
に
於
て
（
U
。
一
σ
三
。
三
民
は
共
向
子
鳩
に
人
員
の
制

限
を
必
要
こ
し
、
極
体
存
立
の
組
織
的
要
素
こ
し
て
数
的

關
係
を
認
め
て
居
る
け
れ
ご
も
、
三
5
（
げ
詳
は
飽
泡
も
概

数
ご
見
超
し
て
居
り
、
こ
れ
に
反
し
て
。
。
。
要
、
ゆ
「
ヲ
氏
は

全
然
百
を
竃
窪
ω
。
の
意
に
解
し
て
居
る
が
、
共
に
百
の

定
数
に
執
着
し
な
い
こ
ご
は
同
　
で
め
る
）
曲
者
の
推
断

は
全
く
一
致
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
叉
二
氏
は
フ

γ
デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
を
以
て
O
ツ
、
囲
3
の
内
に
於
君
る
維
コ

　
　
　
　
　
　
　
麓
叩
　
一
　
競
肌
　
　
　
　
山
掛
四
　
　
（
　
山
ハ
悶
一
）

の
地
域
的
集
團
で
あ
る
こ
し
．
こ
れ
が
ラ
チ
ン
の
膨
雛
二
ω

に
當
る
も
の
で
あ
る
こ
す
る
黙
に
於
て
も
一
致
し
た
見
解

を
示
し
て
居
る
。
か
の
H
W
彗
罵
9
説
で
は
フ
ソ
デ
川
ト
シ

ヤ
フ
ト
を
純
粋
の
民
人
的
集
團
こ
し
土
地
ε
の
關
係
を
認

め
な
い
所
か
ら
し
て
徳
σ
q
話
に
當
π
る
身
二
團
体
の
存
在

を
圭
濾
す
る
の
で
あ
る
が
、
フ
ン
デ
川
ト
シ
ヤ
フ
ト
を
地

域
團
ざ
見
違
す
二
士
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
を
℃
コ
の
．
窮

に
相
題
す
る
も
の
こ
し
Ω
く
冨
の
内
唯
一
の
團
体
こ
す
る

は
蓋
し
當
然
の
こ
ご
で
め
ら
う
。

　
以
上
二
氏
の
所
説
に
共
通
し
た
フ
ン
デ
ル
ト
シ
ヤ
ア
ト

の
性
質
に
甥
す
る
解
朋
推
定
は
、
前
に
掲
げ
π
ケ
ー
サ
ル
、

タ
キ
ッ
ス
中
の
五
箇
所
の
僻
句
に
照
し
て
能
く
適
癒
す
る

か
否
か
ご
い
ふ
こ
ご
を
槻
る
に
、
（
二
X
三
）
（
四
（
五
）
の

各
句
に
は
毫
も
背
反
す
る
所
は
な
い
が
、
（
一
）
の
し
り
二
。
気

に
歯
す
る
記
事
に
は
全
然
合
致
せ
ぬ
や
う
で
あ
る
け
れ
こ

も
、
こ
の
記
事
に
見
へ
て
居
る
H
、
お
団
は
只
不
定
の
地
域

を
指
し
一
千
の
戦
士
は
輩
に
莫
大
な
る
人
数
を
示
す
の
み



で
何
等
難
壁
制
に
關
係
な
き
も
の
で
あ
る
。
（
じ
コ
↓
⊆
諺
巽
氏

一
派
の
聖
者
は
こ
れ
が
後
代
に
西
ゴ
ー
ト
法
典
に
現
れ
て

居
る
円
斜
二
ω
。
三
筆
覧
6
津
の
制
ご
一
致
す
る
も
の
こ
し
て

千
團
体
の
原
始
時
代
か
ら
存
在
す
る
こ
ご
を
圭
匂
し
、
こ

れ
に
適
懸
す
る
も
の
を
Ω
髪
の
地
域
こ
す
る
の
で
あ
る

が
、
余
輩
は
U
9
σ
纂
。
ド
氏
や
ω
o
算
δ
駝
貯
氏
の
説
く
や

う
に
6
西
ゴ
ー
ト
の
詳
述
2
0
＝
房
。
げ
葺
を
以
て
羅
馬
文

化
に
里
馬
し
元
以
後
の
産
物
ご
見
倣
し
純
粋
の
戦
時
部
隊

に
過
ぎ
な
い
も
の
こ
考
へ
、
こ
れ
に
反
し
て
フ
ン
デ
ル
ト

シ
ヤ
フ
ト
は
自
然
的
軍
事
的
將
陀
経
濟
的
集
團
こ
し
て
原

飴
時
代
か
ら
不
断
の
生
命
活
力
を
保
持
し
π
も
の
こ
黒
毒

す
る
の
で
め
る
。
）
耳
管
に
上
述
の
フ
ン
デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト

説
は
根
本
史
料
に
抵
聴
し
な
い
ご
同
時
に
、
叉
原
始
ゲ
川

マ
ニ
の
胱
會
生
活
に
能
く
適
鷹
す
る
極
め
て
合
理
的
な
立

前
で
あ
る
こ
ご
は
麟
に
既
べ
元
如
く
で
あ
る
。
そ
れ
で
あ

る
か
ら
余
輩
は
二
氏
の
立
論
の
出
登
黙
や
枝
葉
の
問
題
に

寵
す
る
推
闘
に
就
い
て
非
難
す
べ
き
瓢
が
鮮
く
な
い
や
う

に
考
へ
る
が
、
其
根
本
圭
義
、
三
廻
的
論
旨
に
封
し
て
は

全
然
賛
意
を
表
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
今
こ
の
所

説
に
從
っ
て
原
始
グ
ル
マ
ニ
杜
會
に
於
け
る
土
地
ご
軍
務

こ
の
關
係
を
親
察
し
π
な
ら
ば
、
次
の
如
き
推
定
が
下
ざ

れ
る
で
あ
ら
う
。

　
土
地
定
着
の
時
代
に
這
入
ら
な
い
で
牢
農
牢
牧
の
歌
態

に
あ
っ
セ
原
始
ゲ
ル
マ
ニ
肚
會
に
於
て
も
土
地
占
有
ご
軍

務
二
の
間
に
は
趨
る
べ
か
ら
ざ
る
關
係
が
あ
っ
た
こ
ご
は

フ
ン
デ
川
ト
シ
ヤ
フ
ト
、
血
族
團
、
土
地
占
佳
團
の
三
者

が
合
致
し
て
居
る
こ
ご
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
る
。
血
族
關

係
か
ら
成
立
し
て
居
る
土
地
占
住
の
集
團
は
即
ち
軍
事
上

の
部
隊
で
あ
っ
て
、
玉
体
員
は
分
時
其
占
佳
涯
域
内
に
於

て
土
地
使
用
の
礎
を
有
し
、
戦
時
に
は
部
隊
の
一
員
こ
し

て
出
征
し
戦
塀
で
相
結
束
し
て
闘
ひ
与
野
獲
得
し
だ
戦
利

品
や
占
領
し
セ
土
地
の
分
配
共
用
の
利
得
に
も
與
か
つ
た

の
で
あ
る
。
從
て
土
地
共
用
灌
を
有
し
な
い
非
自
由
民
は

立
時
の
部
隊
に
も
墾
難
し
な
い
し
、
職
利
品
占
領
地
の
配

第
二
巻
　
叢
親
　
フ
ン
デ
ル
ト
ひ
や
フ
ト
の
集
團
に
就
い
て

第
一
號

山ハ

ﾜ
　
　
（
六
五
）



第
二
巻
　
叢
翫
　
フ
ン
デ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
の
隠
勢
“
就
い
て

當
を
受
け
る
権
利
が
な
か
つ
把
。
農
業
が
螢
達
し
、
土
地

が
個
人
の
私
有
に
移
つ
柁
フ
ラ
ン
ク
王
國
時
代
で
は
、
土

地
が
官
府
の
民
兵
徴
螢
の
必
要
一
件
こ
な
つ
π
の
で
あ
る

が
、
旧
地
の
私
有
橿
が
登
回
し
な
い
三
体
共
用
制
の
原
始

ゲ
ル
ア
ニ
時
代
に
於
て
は
、
軍
務
も
未
だ
個
入
的
徴
集
の

意
昧
は
な
く
飽
迄
も
集
團
的
出
征
の
面
目
を
保
ち
、
土
地

占
佐
軍
位
が
即
ち
軍
事
上
の
部
隊
軍
位
で
あ
っ
だ
の
で
あ

る
。
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梓
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．
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署
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。
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榛
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踏
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